
 

 

 

 

【問 1】あなたはお住まいの地域の治安について、どう感じていますか。次の中から当てはまるもの

を 1つ選んでください。 

 

 

 

令和 4年度 第 3回県政参画電子アンケート 

「県民の防犯及び犯罪被害者等支援の意識」に関するアンケート結果概要 

 

１ 調査概要 

〇テーマ    「県民の防犯及び犯罪被害者等支援の意識」に関するアンケート 

〇実施期間  令和 4年 6月 17日～6月 27日 

〇対象     県政参画電子アンケート会員   697名 

〇回答数    424名(回答率 60.83％) 

２ 目的・概要 

県では、平成20年6月に制定した「鳥取県犯罪のないまちづくり推進条例」（平成20年鳥取県条例第

44号）に基づき「鳥取県犯罪のないまちづくり推進計画」を策定し、犯罪のないまちづくり（防犯及び犯罪

被害者等支援）に関する施策の総合的な推進を図ってきたところです。 

昨今の社会情勢の変化等に対応するため、第6期の推進計画を今年度末を目途に改定することとして

います。 

今回のアンケートでは、県民の皆さんから犯罪を防止するための活動や取組、防犯及び犯罪被害者等支

援の意識や行政に対する要望などをお聞きして、防犯活動及び犯罪被害者等支援施策の推進に役立てて

いくことを目的として実施するものです。 

＜参考＞鳥取県犯罪のないまちづくり推進条例と計画 

http://www.pref.tottori.lg.jp/dd.aspx?menuid=102119 
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１ 良い

２ どちらかといえば良い

３ どちらかといえば悪い

４ 悪い

５ どちらともいえない

６ わからない

人数

35.1% 

52.8% 

3.5% 

1.4% 

4.5% 

2.6% 



【問 2】あなたは、家庭でどんな防犯対策をされていますか。次の中から当てはまるものを選んでく

ださい。（複数回答可） 

※複数回答、回答者 424名 

 

【問 3】あなたは、地域の安全に関する情報を主に何から得ていますか。次の中から当てはまるもの

を 3つまで選んでください。 

※複数回答、回答者 424名 
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0 50 100 150 200 250 300 350 400

１ 自宅の戸締まりを徹底している

２ 玄関や窓の鍵を防犯性の高いものにしたり、防犯ガラスや防犯

フィルムを使用している

３ 自宅に監視・防犯カメラやセンサーライトを設置している

４ 敷地内に砂利をまいている

５ 表札に家族のフルネームを載せていない

６ 自宅について警備会社に警備等を委託している

７ 自転車やオートバイの鍵を二重ロックにしている

８ 自転車やオートバイ、自動車から離れる時には、わずかな時間で

も必ず施錠している

９ 外出するときは防犯ブザー等の防犯グッズを携行している

10 犯罪情報や防犯情報を注意して取得するようにしている

11  家族と振り込め詐欺など防犯対策について話し合っている

12 その他

13 防犯対策等は何もしていない

人数（複数回答）
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59

128
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0 20 40 60 80 100 120 140 160 180 200

１ 町内会等の回覧板等

２ 新聞（広告欄や折り込みチラシ等を活用した広報）、テレビ、ラジオ

等

３ 県市町村の広報紙

４ ホームページやメールマガジン、アプリ（市町村、県警、あんしんトリ

ピーメール、とっとりwebマップ、民間事業者等が提供する安全マッ

プ等）

５ 警察署、交番、駐在所等が発行する広報紙

６ 学校、幼稚園、保育所等からの情報（メール、お便り等）

７ 防犯に関するイベント、講話等

８ 地域の防災無線

９ その他

人数（複数回答）



【問 4】あなたは、地域の安全に関する情報について、どのような内容を知りたいと思いますか。次

の中から当てはまるものを 3つまで選んでください。 

※複数回答、回答者 424名 

 

【問 5】子どもの安全を確保するため、あなたは、どのような取組が必要だと思いますか。次の中か

ら当てはまるものを 3つまで選んでください。 

※複数回答、回答者 424名 
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１ 空き巣、住居侵入等

２ 車上ねらい、自転車等の乗物盗等

３ 振り込め詐欺等の特殊詐欺や悪質商法に関する情報

４ 声かけや不審者情報、子どもを対象とした犯罪等

５ 痴漢、声かけ、つきまとい等異性を対象とした犯罪等

６ 各地域で行っている防犯活動に関する詳しい情報

７ その他

人数（複数回答）

286

107

101

216

98

54

119

103

39
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１ 地域住民や警察による通学路のパトロール

２ 子どもに防犯ブザーや笛を持たせる

３ 「子どもかけこみ１１０番」等の子どもが危険なときに駆け込

める場所を増やす

４ 通学路の安全確保対策（歩道等ハード面の整備）

５ 学校、幼稚園、保育所等の防犯設備の整備

６ 子どもや保護者等を対象とした防犯教室等の実施

７ フィルタリングの普及啓発等、携帯電話・スマートフォン・イ

ンターネットに関する教育啓発

８ 子どもの安全を脅かしている犯罪の発生状況の確認、広報

９ 子どもの非行防止

10 その他

人数（複数回答）



【問6】あなたは、高齢者や障がい者等が消費者被害(※)にあわないために、どのような対策が必要で

あると思いますか。次の中から当てはまるものを選んでください。（複数回答可） 

(※)電話勧誘販売や訪問販売、還付金詐欺や架空請求等による被害・トラブル 

※複数回答、回答者 424名 

 

【問7】あなたは、消費生活に関し、どのような内容について関心がありますか。次の中から当てはま

るものを選んでください。（複数回答可） 

※複数回答、回答者 424名 

264

82

209

89

210

217
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１ テレビ・ラジオ・ケーブルテレビ等で被害情報を放映してもら

う

２ セミナー等で最新の悪質商法の手口などを学ぶ

３ 自治会や町内会などの掲示板や回覧版、有線放送等での注

意喚起

４ 高齢者等支援団体などによる出前講座の実施

５ 家族や親族による声かけ

６ 銀行やコンビニ等での声かけの徹底

７ 民生委員やヘルパー等に日常的に声かけや見守りをしても

らう

８ 悪質事業者の取り締まり強化

９ その他

人数（複数回答）

240

182

162

142

121

183

142
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１ 家計管理、生活設計（金銭管理、金融、保険等）

２ 契約のルールや契約トラブルの未然防止対策

３ 環境や社会に配慮した生活や消費行動（ゴミの減量、食品ロ

スの削減や思いやり消費（エシカル消費））

４ 安全、安心な商品の選び方、表示の見方

５ クーリング・オフ制度など消費者保護制度

６ 悪質商法の手口や被害にあった場合の相談・対処法

７ インターネット（スマートフォンや携帯電話）利用の注意点

８ その他

９ 関心がない

人数（複数回答）



【問8】あなたは、防犯カメラの設置について、どのような問題点があると考えますか。次の中から当

てはまるものを選んでください。（複数回答可） 

※複数回答、回答者 424名 

 

 

 

【問 9】犯罪・性暴力等の被害に遭った方及びその家族又は遺族（以下「犯罪被害者等」という。）は、

直接的な被害の他に、周囲の人々の無理解による言動等のために二次被害（追加的被害）を受け、人

権が傷つけられる場合もあります。 

あなたは、犯罪被害者等の人権の問題について考えたことがありますか。次の中から当てはまる

ものを 1つ選んでください。 

 

 

 

102
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１ プライバシーが侵害される

２ いつどこで撮影されているかわからない

３ 威圧感を受ける

４ 個人情報が取得される

５ 映像が流出したり目的外に利用される可能性がある

６ 設置や運用のためのコストがかかる

７ 問題はない

８ その他

人数（複数回答）

239

150

35

0 50 100 150 200 250 300

１ 考えたことがある

２ 考えたことはあまりない

３ 考えたことはない

人数

56.4%

35.4%

8.3%



【問10】あなたは、犯罪被害者等の人権に関することで、問題があると思うのはどのようなことです

か。次の中から当てはまるものを 3つまで選んでください。 

※複数回答、回答者 424名 

 

【問 11】とっとり被害者支援センター（以下「支援センター」という。）では、犯罪被害者等に対する相

談やサポート、支援の必要性に関する広報・啓発活動を行っています。 

あなたは、支援センターについて知っていますか。次の中から当てはまるものを 1 つ選んでくだ

さい。 
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195

47
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220
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0 50 100 150 200 250 300 350

１ 精神的なショックにより、日常生活に支障が生じる

２ 被害者の苦しみについて、地域や職場・学校では理解が乏し

い

３ 被害者側にも落ち度があるようなことを周囲に噂されたり

する

４ 被害者側の関係者は事件に関して、捜査や裁判についての

情報が少ない

５ 捜査や裁判において精神的負担を受ける

６ 報道によってプライバシーに関することが公表されたり、取

材によって平穏な生活ができなくなる

７ 差別落書きやインターネットの差別的な表現の対象となる

８ 特に問題だと思うことはない

９ わからない

10 その他

人数（複数回答）

30

118

102

174
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１ 支援センターの存在も活動内容も知っている

２ 支援センターの存在は知っているが、活動内容については

知らない

３ 県内で犯罪被害者等の支援に関する広報や啓発活動等に

ついて見聞きしたことがあるが、支援センターの存在は知らな

い

４ 知らない

人数

7.1% 

27.8% 

24.1% 

41.0% 



 

【問 12】性暴力被害者支援センターとっとり（クローバーとっとり）（以下「クローバーとっとり」とい

う。）では、性暴力被害者等に対する相談やサポート、支援の必要性に関する広報・啓発活動を行って

います。 

あなたは、クローバーとっとりについて知っていますか。次の中から当てはまるものを 1 つ選ん

でください。 

 

【問13】支援センターやクローバーとっとりでは、養成講座等を経て登録された被害者支援ボランテ

ィアの方が、電話・面接相談への対応補助などの支援活動に従事されています。 

あなたは被害者支援ボランティアとなって活動することに関心はありますか。次の中から当ては

まるものを 1つ選んでください。 

 

21
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１ クローバーとっとりの存在も活動内容も知っている

２ クローバーとっとりの存在は知っているが、活動内容につい

ては知らない

３ 県内で性暴力被害者等の支援に関する広報や啓発活動等

について見聞きしたことがあるが、クローバーとっとりの存在

は知らない

４ 知らない

人数

5.0% 

20.8% 

24.8% 

49.5% 
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120

132

0 20 40 60 80 100 120 140 160 180

１ 被害者支援ボランティアとして活動してみたい

２ 関心はある

３ 関心はない

４ わからない

人数

3.8% 

36.8% 

28.3% 

31.1% 



【問 14】性暴力被害の実態について、異性から無理やり性交された経験がある方は、本県の調査で

は約5％、内閣府の調査では約4％あり、そのうち、誰にも相談しなかった方は本県の調査では約5

割、内閣府の調査では約 6 割でした。「恥ずかしくて言えなかった」、「自分さえがまんすれば」や「思

い出したくなかった」などの理由から声をあげられない方が多いと考えられます。 

あなたは、こうした性暴力被害について普段から問題意識を持っていますか。次の中から当ては

まるものを 1つ選んでください。 

 

【問 15】あなたは性暴力を受けた被害者には、どんな生活上の変化が生じると思いますか。次の中

から当てはまるものを選んでください。（複数回答可） 

※複数回答、回答者 424名 

297

107

20

0 50 100 150 200 250 300 350

１ 問題意識がある

２ 問題意識はあまりない

３ 問題意識はない

人数

70.1% 

25.2% 

4.7% 
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241

194

303

287

188

194

178

240

16
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１ 心身に不調をきたす

２ 夜、眠れなくなる

３ 自分に自信がなくなる、自分が価値のない存在になったと

感じる

４ 異性と会うのが怖くなる

５ 外出するのが怖くなる

６ 仕事・学校を休む

７ 仕事・学校をやめる・変える

８ 転居（引っ越し）、別居する

９ 生きていることが嫌になる、自死（自殺）を考える

10 わからない

11 その他

人数（複数回答）



【問 16】あなたは犯罪・性暴力被害に遭われた方への支援のために、どのような取組が必要だと思

いますか。次の中から当てはまるものを 3つまで選んでください。 

※複数回答、回答者 424名 

 

【問 17】あなたは犯罪・性暴力被害をなくすために、どのような取組が必要だと思いますか。次の中

から当てはまるものを 3つまで選んでください。 

※複数回答、回答者 424名 

 

【問 18】地域が行っている防犯対策、防犯パトロールに関すること、犯罪に遭わないための対策や犯

罪被害者等支援施策について、あなたが日頃から実践していることや考えていることなどありまし

たらご意見を自由にご記入ください。 

 

※自由記載のため省略 

129

187

189

216

107

73

112

14

26

12

12

64
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0 50 100 150 200 250

１ 支援施策や相談窓口などの総合的な情報提供・紹介

２ 安心して電話や面接相談できる団体・機関による支援活動

３ 医師や看護師等の医療関係者による身体的・精神的被害回復のた

めの医療の提供

４ 臨床心理士等専門家によるカウンセリング

５ 弁護士による裁判や法的手続等の法律相談

６ 診察・カウンセリング・法律相談時等における支援員の付添い

７ 医療費やカウンセリング・法律相談費などの経済的支援

８ 被害の実態や被害者等に対する県民等の理解を促進する広報・啓

発活動

９ 生活資金貸付などの経済的支援

10 市町村などの身近な相談窓口の整備促進

11 被害の実態や被害者等に対する県民等の理解を促進する広報・啓

発活動

12 一時避難場所等居住場所の確保

13 その他

人数（複数回答）

270

107

120

170

67

35

222

104

7

0 50 100 150 200 250 300

１ 学校現場において児童・生徒等に対し、犯罪・性暴力を防止するため

の教育や学習機会を提供する

２ 各家庭で子どもたちに命の尊さや思いやりについての教育を行う

３ 子どもの異変に気付きやすい教職員や保護者に対し適切な対応を

学ぶ研修等を行う

４ 誰でも安心して相談できる相談窓口を増やす

５ メディアを活用し、広報・啓発活動を行う

６ 地域で、犯罪・性暴力を防止するための研修会、イベントなどを実施

する

７ 加害者の罰則を強化する

８ 加害者に対し、二度と繰り返さないための教育を行う

９ その他

人数（複数回答）


